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１．組織の概要 

（１）事業所の名称及び代表者 

株式会社高橋製作所 

代表者 高橋 理仁 

 

（２）所在地 

神奈川県川崎市宮前区馬絹３丁目１０番地３６号 

電話 044-852-3111 

FAX   044-854-3377 

 

（３）事業の概要 

機械加工業 

 

（４）事業規模 

設立 昭和 50年 6月 2日 

資本金 1,000万円 

従業員 １８人（パート・アルバイトを含む） 

 

 

２．対象範囲 

（１）認証・登録範囲 

全組織・全活動 

 

（２）レポート対象期間 

2021年 6月～2022年 5月 

 

（３）レポート発行日 

2022年 12月 1日発行 
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３．環境経営方針 

 

 

【基本理念】 

 

株式会社高橋製作所は、「人速対応・精巧納品」をスローガンにかかげ、確かなモノを

提供する匠集団として環境に配慮した会社をめざし日々努力していきます。 

また、かけがえの無い地球に住む一員であることを認識し、地球環境保全活動を全員

参加で展開することを基本理念とします。 

 

 

【環境方針】 

 

１．事業活動において、省資源、省エネルギー、資源循環につとめ、環境負荷を軽減

するために次の事項を重点的に推進し、継続的改善に努めます。 

① 二酸化炭素排出量の削減 

② ３Ｒ（Ｒｅｄｕｃｅ，Ｒｅｕｓｅ，Ｒｅｃｙｃｌｅ）の推進と品質の向上によ

る産業廃棄物の削減 

 

２．事業活動にかかわる環境関連法規制・条例および、当社が同意するその他の要求

事項を順守します。 

 

３．全社員に対して環境に関する知識、関連する法規制、会社の環境方針、環境目標、

環境実行計画、教育訓練の実施により、すべての従業員に周知徹底します。 

 

４．環境活動レポートを作成し、公表します。 

 

2019年 6月 3日 

株式会社高橋製作所 

代表取締役 
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4．環境経営目標 

 

 

 

 

 

〔化学物資の削減〕 

 化学物質の使用量がほとんどないので使用時に使用量のカウントをします。 

 

 

 

 

  

72,768 ｋWh 65,491 ｋWh 69,130 ｋWh 69,857 ｋWh

33 m3 31 32 32

34.49 t－CO2 31 t－CO2 33 t－CO2 33 t－CO2

166 m3 149 m3 158 m3 159 m3

445 kg 401 kg 423 kg 427 kg

237 kg 213 kg 225 kg 228 kg

51,000 枚 45,900 枚 48,450 枚 48,960 枚

5 ％ 4 ％ 4 ％ 4 ％

環境負荷項目
2018年度

基準年実績
2027年度中期目標 2022年度目標 2021年度目標

エネル
ギー使用
量の削減

電力使用量の
削減（ｋWh）

2018年度比10％削減 2018年度比5％削減 2018年度比4％削減

ｶﾞｽ使用量の削
減（m3）

2019年度
実績

2019年度7％削減 2019年度比4％削減 2019年度比4％削減

二酸化炭素排出量の
削減（ｔ－CO2）

2018年度比10％削減 2018年度比5％削減 2018年度比4％削減

廃棄物排
出量の削
減

一般廃棄物
（kg）

2018年度比10％削減 2018年度比5％削減 2018年度比4％削減

水の使用量の削減（m3）
2018年度比10％削減 2018年度比5％削減 2018年度比4％削減

2018年度比10％削減 2018年度比5％削減 2018年度比4％削減

産業廃棄物
（kg）

2018年度比10％削減 2018年度比5％削減 2018年度比4％削減

製品環境
性能の向
上

客先不具合の
削減

不良率年間製番数 2027年度不良率 2022年度不良率 2021年度不良率

紙使用量
の削減

コピー用紙（A4
換算）購入量
（枚）
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５．環境経営計画 

 

 

 

 

  

・エネルギー使用量削減により実施する。、 上記活動に取り組む

製品環境性能の向上 社内および客先不具合の排出

不良報告書を作成し、担当者に原因、対策を書
いてもらう。

報告書をまとめて傾向をだして対策を行う。

環境負荷項目

エネル
ギー使用
量の削減

電力使用量の
削減（ｋWh）

・不在時の消灯と休憩時間の消灯実施。
・室内温度を夏期28℃、冬期20℃に設定。
・パソコンOA機器等を省エネモードにする。

電気の消灯をこまめに行った。
室温を管理し、温度設定を変更して
風量設定を行った。

活動計画（2020、2021年度） 実施した取組内容

必要の無いお湯は、使わないように協力をお願
いした。

二酸化炭素排出量の
削減（ｔ－CO2）

ｶﾞｽ使用量の削
減（m3）

適切な温度で、使用を行う。

廃棄物排
出量の削
減

一般廃棄物
（kg）

・適切に分別する。
・できるだけ持ち帰る。

リサイクルできるものはリサイクルして、
紙コップではなく、コップ持参。
又は、水筒持参の協力をお願いした。

水の使用量の削減（m3） ・こまめに止めて、流し放しにしない。
水道の出す量を細くして使用する。
なるべくお湯を使わない。

産業廃棄物
（kg）

・適切に分別する。
・資源ごみとしてリサイクルする。

リサイクルできるものはリサイクルして、
的確に分別を行うようにした

キチンと古紙としてリサイクルする。
なるべくコピーを取らずにスキャンしてペーパー
レスにしていく。

紙使用量
の削減

コピー用紙（A4
換算）購入量
（枚）

・裏紙をメモ用紙に使用する。
・ペーパーレスを推進する。
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６．環境経営計画に基づき実施した内容 

（１）環境組織図 

 

 

 

  

紙使用量の削減

緊急事態への対応

社長

環境管理責任者

エコアクション２１の役割

環境経営方針策定

代表者による全体の評価と見直し・指示

環境管理責任者

環境関連法規等の取りまとめと遵守評価

外部コミュニケーション窓口

代表者による経営における課題とチャンスの明確化

実施体制の構築

水の使用量の削減

廃棄物の分別

環境データの取りまとめ

廃棄物の分別

製造部

電力使用量の削減

営業部

電力使用量の削減

水の使用量の削減

会長

高橋 均

代表取締役

高橋 理仁

製造部

責任者 高橋 理仁

災害時担当

織井 剛

産廃・リサイクル・清掃担当

佐々木 健太

営業部

責任者 高橋 繁幸

日常清掃担当

女性従業員 他

CO2削減管理担当

山田 信一

環境管理責任者

山田 信一
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（２）取組内容 

 

 

 

  

・エネルギー使用量削減により実施する。、 上記活動に取り組む

実施した取組内容

エネル
ギー使用
量の削減

電力使用量の
削減（ｋWh）

環境負荷項目 活動計画（2021、2022年度）

・不在時の消灯と休憩時間の消灯実施。
・室内温度を夏期28℃、冬期20℃に設定。
・パソコンOA機器等を省エネモードにする。

ｶﾞｽ使用量の削
減（m3）

電気の消灯をこまめに行った。
室温を管理し、温度設定を変更して
風量設定を行った。

適切な温度で、使用を行う。
必要の無いお湯は、使わないように協力をお願
いした。

二酸化炭素排出量の
削減（ｔ－CO2）

廃棄物排
出量の削
減

一般廃棄物
（kg）

・適切に分別する。
・できるだけ持ち帰る。

リサイクルできるものはリサイクルして、
紙コップではなく、コップ持参。
又は、水筒持参の協力をお願いした。

リサイクルできるものはリサイクルして、
的確に分別を行うようにした

水の使用量の削減（m3） ・こまめに止めて、流し放しにしない。
水道の出す量を細くして使用する。
なるべくお湯を使わない。

紙使用量
の削減

産業廃棄物
（kg）

・適切に分別する。
・資源ごみとしてリサイクルする。

製品環境性能の向上 社内および客先不具合の排出

不良報告書を作成し、担当者に原因、対策を書
いてもらう。

報告書をまとめて傾向をだして対策を行う。

コピー用紙（A4
換算）購入量
（枚）

・裏紙をメモ用紙に使用する。
・ペーパーレスを推進する。

キチンと古紙としてリサイクルする。
なるべくコピーを取らずにスキャンしてペーパー
レスにしていく。
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７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価 

 

 

 

 

 

  

72,768 ｋWh -4% 半期

(29,046 ｋWh) 69,857 69,825 kWh 年間 〇

33 -40% 半期

－ ｍ3 32 19.8 ｍ3 年間 〇

34 t-CO2 -4% 半期

(13.77 t-CO2) 33.11 t-CO2 年間 〇

166.00 m3 -36% 半期

(60 m3) 159 m3 107 m3 年間 〇

445 kg -17% 半期

(152 kg) 427 kg 371 kg 年間 〇

237 kg 10% 半期

(86 kg) 228 kg 261 kg 年間 ×

51,000 枚 19% 半期

(20,000 枚) 48,960 枚 60,500 枚 年間 〇

3.24% （-0.74%） 半期

6,476 件 259 件 210 （39件） 年間 〇

製品環境性能の向上
(外部流出不良率）

2021年度製番数
年間不良数

4％未満

今年度は何とか目標達成できました。
しかし、来年は年間4％未満を目標にするには
厳しい現状。来年度以降、業務が上向きになる
ので、厳しく指導をしていく必要があると思いま
す。

電力のCO2排出係数は、2016年度東京電力の調整後排出係数0.474Kg-CO2/kWhを使用

古紙リサイクルとペーパーレスの活動が良くでき
た結果だと思います。
この活動を維持して更なる削減を進めたいと思い
ます。

紙使用量
の削減

コピー用紙（A4
換算）購入量
（枚）

2018年度比4％削減

廃棄物排
出量の削
減

一般廃棄物
（kg）

2018年度比4％削減

昨年同様、会長が引越しをしたことも削減の要因。
このまま、どこまで削減できるかが、今後の課題だと
思います。

産業廃棄物
（kg）

2018年度比4％削減
大きい品物が多くなり梱包資材の廃棄が増えた
ことが原因。
この辺は、努力で減るものでないので今後の課
題となります。

大幅な削減が出来ました。
このまま、進めて生きたいと思ってます。

水の使用量の削減（m3）
2018年度比4％削減

二酸化炭素排出量の
削減（ｔ－CO2）

2018年度比4％削減
電力消費量が多く何とか達成。
来年以降は、節電の努力次第だと思います。

（対象は電力のみ） 33.11

エネル
ギー使用
量の削減

電力使用量の
削減（ｋWh）

2018年度比4％削減
受注増のため加工機械を増したことも原因ですが、
微減でありますが何とか達成が出来ました。
来年以降は、意識を高めての節電を心がける必要が
あると思います。

ｶﾞｽ使用量の削
減（m3）

2019年度比3％削減
昨年同様、工場の2Fをリフォームして、会長が外
部に引越しをしたことが削減に繋がった。
このまま、どこまで削減できるかが、今後の課題
だと思います。

2021年度実績 結果 評価環境負荷項目
2018年度

基準年実績
2021年度目標
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８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、 

  並びに違反、訴訟などの有無 

（１）遵守状況の確認及び評価の結果 

 

○騒音規制法 

〇振動規制法 

〇廃棄物処理法 

〇川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例 

 

上記法規等について、2019年 5月に遵守状況の評価を実施し、大きな問題のないこと

を確認しましたが、廃棄物処理法に定められた発行済みマニフェストの保管管理に問

題があることが発見されました。これ以降は、適切な管理を実施しています。 

 

 

（２）違反、訴訟などの有無 

 

外部関係者及び地域住民等からの苦情及び訴訟等はこれまで発生していません。 

 

９．代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

エコアクションの取得後、実績の把握・目標を定め、全社で環境を意識しながら 1年

間活動を行ってきました。 

 

今年度もあまり注意をせず、アナウンスも少なめに、普段通りあまり意識をさせない

ように 

活動を進めました。 

 

結果、前回同様に普段の行動が、環境意識、経費削減の行動が身についているようで 

その行動が、成果につながっていることが証明され社内全体の意識が高い事を確信で

きました。 

 

さらに、業務拡大に伴い大規模リフォーム行いました。 

リフォームにより、作業スペースが広くなりエアコンの増設、電気の増設、加工機械

の新規導入等、電力増加になってもおかしくないが合算では電気の節約も目標達成し

ました。 

 

廃棄物については、事業系一般廃棄物については削減目標が達成できました。 

しかし事業系産業廃棄物が増加、受注の品物で大物案件が多く梱包資材の廃棄が増加

したと事が原因と思われます。 

今年度の産廃増加は、努力で削減できることではないので、今後の課題となります。 

 

社内でのエコ活動が従業員一人一人の行動が、意識せず・無理せずに自然にできてい

ると確信できた一年間の活動でした。 
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このまま、無理をせずに自然に活動できる環境を維持できるように進めていきたいと

思います。 

 

また、事故や災害時における社内での対応も、更なるレベルアップしていけるように

努めて参ります。 

 

下記については変更がありませんでした。 

・環境経営方針 

・環境経営目標/環境経営計画 

・実施体制について 

 

次期環境経営レポートは、2023年 10月発行予定。 


